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国民健康保険料の引き下げについて(お顕い)

拐春の{呉、貴識におかれましてはますますご鰭勝のこととお襲び申し上げます。

宇治市長から平成26年度の国民鰭康保険の運営についての諮問が有り、ご協議頼って

いることに心から敬意者表します。

さて、ご承知のとおり厳しい経済環境のもとで、捌民韓蔑保険加入世帯のくらしも厳し

く、保験料の負担が大変になってきています。

保険料を払いたくても払えないとしづ世警が増え、葱期桂の発行は� 1282世帯、資搭

粧の交付(発行は府内� 4市のみ)は� 260世警となっています。国保加入歌帯の� 20

に1世帯が正規の保i検証が{吏えません。

わたしども議員聞は、これまでも識すぎる保険料を討さ下げるべき、引き下げの財源は

あることを具祢的に提示してきました。

平成21年度から連続黒字とな号、平成� 25年度も� 4億� 5，948万円の黒字が見込

れ、� 5年連続の黒字となりま

市当局は、平成� 26年震について、現行料率のままだと� 2億� 9千万円の収支不足が見込

まれると説明をされていますが、昨年の「運協j で、平成� 25年度は、約� 2{意5千万円の

収入不足が見込まれると説明をしていましたが、結果は、� 4億� 6千万円の黒字が見込まれ

ています。

基金の残高は、平或20年度末には� 1億� 7千万丹でしたが、平成24年度末には、� 6億� 

4千万円と� 3. 7倍となり、さらに� 25年度末には� 9信円を超えるとのことであります。

平成� 23年護には、陸按分と後期高齢者支援金分で� 3. 6 3%、介護分で� 22.34%

の保険料の引き上げが行われましたが、その増i反分は� 1イ意4千万と言うことでありました

が、平或23年度は、� 4徳� 3，159万円の黒字でしたから、結罵、寵上げをしなくても

黒字でした。

また、イ也市で行むれている一設会計からの法定外の繰り入れ金は、平成� 24年度はO丹

でした。

昨年の� 12丹定例会でも、間民健藤保険料の引き下ずを求めましたが、市は� r(r連協j

の〉答申を頂いた上で判断していく� Jとの容弁でした。

こうしたことをご考察の上、「運協Jにおかれまして国民鷺葉集験料の引き下げについ

ての「答申j をしていただきますようによろしくお願い申し上げまオ。


